
 

島
根
大
学
付
属
図
書
館
で
、
二
〇
一

九
年
六
月
十
二
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で

開
催
さ
れ
た
「中
村
元
と
ブ
ッ
ダ
の
こ
と

ば
」
展
に
合
わ
せ
て
、
二
十
二
日
（
土
）に

展
示
会
場
で
「
山
陰
の
生
ん
だ
知
識
人
ー

中
村
元
と
増
田
渉
ー
」と
題
し
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

開
会
前
の
中
村
元
記
念
館
の
清
水
谷
理
事
長
の
挨
拶
で

は
、
中
村
博
士
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
語
ら
れ
、
続
く
記
念
館
の
笠

原
愛
古
学
芸
員
に
よ
る
「中
村
元
博
士
の
生
涯
と
思
想
」
に
つ

い
て
の
講
演
で
は
、
博
士
が
ど
の
よ
う
な
少
年
時
代
を
過
ご

し
、
哲
学
・思
想
と
出
会
い
、
数
々
の
業
績
を
残
し
た
の
ち
に

晩
年
の
世
界
平
和
の
研
究
に
至
っ
た
の
か
を
話
し
ま
し
た
。
ま

た
、
小
泉
八
雲
と
の
つ
な
が
り
や
故
郷
で
あ
る
島
根 

松
江
を

ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
た
の
か
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

 

増
田
渉
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
内
藤
忠
和
先
生
の
「日
本
文
人

の
上
海
体
験
―
増
田
渉
と
魯
迅
を
中
心
に
」の
ご
講
演
で
は
、

「
小
説
史
」の
分
野
を
拓
い
た
増
田
が
魯
迅
に
十
カ
月
に
わ
た

る
指
導
を
受
け
て
い
た
こ
と
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

 

会
場
に
は
多
く
の
方
が
来
ら
れ
、
急
き
ょ
席
を
増
や
す
よ
う

な
場
面
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
司
会
進
行
を
務
め
ら
れ
た
田
中

則
雄
文
学
部
長
か
ら
も
、
今
後
も
記
念
館
と
の
企
画
を
続
け

て
い
き
た
い
と
の
有
難
い
お
言
葉
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。 

 

平
成
の
元
号
を
選
ぶ
有
識
者
会
議
の
一
員

で
あ
っ
た
中
村
元
博
士
が
、
会
議
の
た
め
に
準

備
さ
れ
た
貴
重
な
資
料
を
展
示
し
ま
し
た
。  

今
回
展
示
し
た
博
士
の
メ
モ
（
“
や
は
ら
ぎ
”

“
よ
し
み
”
等
）に
よ
り
、
博
士
の
“
日
本
”の
元

号
へ
の
思
い
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。  
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改
元
記
念
企
画
展 

「平
成
と
令
和
」 

ー
中
村
元
博
士
と
元
号
ー 

 

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
卒
業
論
文
・修
士
論
文
の
中
か
ら
、
第
五
回
目
の
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
の

は
、
東
北
大
学
大
学
院
の
亀
山
光
明
（か
め
や
ま
・み
つ
ひ
ろ
） 

氏
に
よ
る
修
士
論
文
「近
代
日
本

仏
教
に
お
け
る
戒
律
復
興
運
動
の
展
開
―
釈
雲
照
の
思
想
と
行
動
を
中
心
と
し
て
―
」で
し
た
。 

 

松
江
市
長
賞
は
広
島
大
学
の
徳
武
太
郎
（と
く
た
け
・た
ろ
う
） 

氏
に
よ
る
卒
業
論
文
「イ
ン
ド

古
典
音
楽
論
書
の
研
究-S

a
m

g
ita

ra
tn

a
k
a
ra

第1

章
第
一
・三
節
を
中
心
に-

」、
奨
励
賞
は

駒
澤
大
学
の
栗
木
亮
学
（く
り
き
・り
ょ
う
が
く
）氏
に
よ
る
卒
業
論
文
「十
二
支
縁
起
説
の
構
造 

ー
ブ
ッ
ダ
の
修
行
に
着
目
し
て
ー
」に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
（※
受
賞
者
の
所
属
は
論
文
提
出
時
の

も
の
） 

優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
た
亀
山
氏
は
、
「釈
雲
照
の
出
身
地
で
賞
を

頂
き
、
光
栄
に
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
賞
が
と
れ
た
の
は
大
学
の

先
生
方
の
お
陰
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
今
回
の
こ
と
を
励
み
に
研
究

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 

授
賞
式
の
あ
と
に
は
、
亀
山
氏
に
よ
る
特
別
講
演
「近
代
日
本
仏

教
に
お
け
る
戒
律
復
興
運
動
の
潮
流
―
戒
な
き
時
代
の
仏
教
史
を

め
ぐ
っ
て
―
」を
行
い
ま
し
た
。 

第５回中村元東洋思想文化賞は 
次の企業に協賛いただきました。 

山陰酸素工業株式会社様 
堀田石油株式会社様 

美保テクノス株式会社様 
株式会社山陰合同銀行様 

    ※第六回中村元思想文化賞については、 

     中村元記念館㏋をご覧ください。 

博士の元号メモの一部 

特
別
展 

ス
ケ
ッ
チ
と
水
彩
で
描
く 

 

イ
ン
ド
聖
地
巡
礼
の
旅 

 

ー
豅 

博
道
作
品
展
第
二
弾
ー 

二
〇
一
九
年
七
月
二
十
日
（土
）
～
十
一
月
二
十
四
日
（
日
） 

二
〇
一
九
年
十
二
月
三
日
（火
）～
二
〇
二
〇
年
五
月
三
十
日
（日
） 

 

昨
年
大
好
評
だ
っ
た
豅
博
道
（な
が
た
に
ひ
ろ
み
ち
）さ
ん
の
水

彩
画
の
作
品
展
第
二
弾
が
開
催
中
で
す
。
イ
ン
ド
の
風
景
や
人
々

の
様
子
な
ど
を
色
彩
豊
か
に
描
か
れ
た
作
品
を
、
二
十
点
展
示
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
回
も
先
着
順
で
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
中
で
す
。
皆
様
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。 

前
期
：二
〇
一
九
年
十
二
月
三
日
（火
）～
二
〇

二
〇
年
三
月
二
十
九
日
（日
） 

後
期
：四
月
一
日
（水
）～
五
月
三
十
一
日
（日
） 

※
前
期
と
後
期
で
展
示
を
入
れ
替
え
ま
す
。  

絶賛開催中！ 

 

〈ご
支
援
の
お
礼
〉 

 

二
〇
一
八
年
に
島
根
県
立
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
企
画
展
「東
京
芸
術
大

学
ク
ロ
ー
ン
文
化
財
展 

甦
る
世
界
の
文
化
財
～
法
隆
寺
か
ら
バ
ー
ミ
ヤ
ン

へ
の
旅
」を
主
催
し
た
東
京
芸
術
大
学
や
山
陰
中
央
新
報
社
な
ど
で
つ
く
ら

れ
た
実
行
委
員
会
よ
り
、
来
館
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
募
金
の
一
部
を
、
二
〇

一
八
年
十
月
二
十
六
日
に
中
村
元
記
念
館
へ
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

今
回
頂
戴
し
た
寄
付
金
は
、
中
村
元
記
念
館
で
行
う
文
化
活
動
（東
方
学

院
松
江
校
運
営
・イ
ベ
ン
ト
・企
画
展
）の
経
費

の
一
部
と
し
て
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

 

こ
の
度
ご
支
援
く
だ
さ
い

ま
し
た
ご
来
館
者
の
皆
様
・

実
行
委
員
会
の
皆
様
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
！ 

第５回中村元東洋思想文化賞授賞式 
（2019.10.19(土)） 

丸
山
勇
写
真
展
記
念
講
演 

「山
陰
が
生
ん
だ
知
識
人
た
ち
ー
中
村
元
と
増
田
渉
ー
」 

（二
〇
一
九
年
六
月
二
十
二
日
（土
）、 

場
所
：島
根
大
学
附
属
図
書
館
） 

島
根
大
学
の
田
中
則
雄
先
生
を
お
招
き
し
、 

 

友
の
会
交
流
会
・講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。  

（二
〇
一
九
年
六
月
一
日
（土
）） 

中
村
元
記
念
館 

友
の
会
会
員
の
皆
様
の

親
睦
を
目
的
と
し
て
、
【友
の
会
交
流

会
・講
演
会
】を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。 

 

第
一
部
は
島
根
大
学
の
田
中
則
雄
先

生
が
「人
の
心
の
奥
深
き
」考
―
『仮
名

手
本
忠
臣
蔵
』を
め
ぐ
っ
て
―
と
題
し
、

物
語
の
人
物
の
境
遇
を
通
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や
お
か
れ
た
状

況
な
ど
を
超
え
た
先
に
あ
る
、
真

の
人
の
心
と
い
う
も
の
は
何
な
の

か
考
察
し
ま
し
た
。 

第
二
部
は
中
村
元
記
念
館
の
笠

原
愛
古
学
芸
員
に
よ
る
、
中
村
元

博
士
と
元
号
に
つ
い
て
の
ト
ー
ク

を
行
い
ま
し
た
。 

 

今
後
も
、
定
期
的
に
会
員
を
対

象
に
し
た
企
画
を
実
施
す
る
予

定
で
す
。
皆
様
ご
期
待
く
だ
さ

い
！ 

島根大学との大学連携事業 

実行委員会 山陰中央新報社松尾倫男社長

よりご寄付を頂戴する清水谷理事長 



 
中
村
元
記
念
館
の
講
座
を
通
し
て 

横
山 

純
子  

 

中
村
元
記
念
館
の
研
究
員
と
な
り
、
そ
の
後
講
座
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
、
二
〇

二
〇
年
度
に
は
中
村
元
記
念
館
で
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・ハ
ー
ン(L

a
fc

a
d
io

 
H

e
a
rn

, 
1
8

5
0
-

1
9

0
4

)

に
関
す
る
講
座
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
四
年
目
を
迎
え
る
。
受
講
生
と
対
話
し
な

が
ら
の
講
座
は
面
白
く
、
講
座
を
す
る
こ
と
は
私
に
と
っ
て
良
い
刺
激
と
な
っ
て
い
る
。 

 

こ
れ
ま
で
の
講
座
は
、
修
士
論
文
や
博
士
論
文
の
テ
ー
マ
に
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
二
〇
一
七
年

度
は
ハ
ー
ン
の
来
日
当
初
の
著
作
『日
本
瞥
見
記
』(G

lim
p
s
e
s
 o

f U
n
fa

m
ilia

r 
Ja

p
a
n
)

の
表
現
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
そ
の
延
長
で
二
〇
一
八
年
度
は
『
日
本
瞥
見
記
』
の
表
現
に
影
響
し

た
と
思
わ
れ
る
来
日
前
の
ア
メ
リ
カ
時
代
の
作
品
、
一
八
八
九
年
出
版
の
『
チ
タ
』
（Ch

ita

）、
一

八
九
〇
年
出
版
の
『ユ
ー
マ
』(Y

o
u
m

a
)

の
二
つ
の
小
説
を
取
り
上
げ
、
ハ
ー
ン
の
作
家
と
し
て
の

思
い
と
そ
の
作
品
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
そ
し
て
作
品
の
表
現
だ
け
で
な
く
、
ハ
ー
ン
の
思
想
面
も

考
察
し
た
い
と
、
二
〇
一
九
年
度
は
ハ
ー
ン
の
作
品
に
見
ら
れ
る
宗
教
や
異
界
に
対
す
る
思
い
を

考
察
し
た
。 

 

ハ
ー
ン
は
「
横
浜
で
」（”In

 Y
o
k
o
h

a
m

a
”

）
の
中
で
、
「生
命
が
ど
こ
か
ら
来
る
の
か
」 

( ”
W

h
e
n
c
e
 L

ife
?

”
)

、
「ど
こ
へ
行
く
の
か
」(”

W
h

ith
e
r d

o
e
s
 it g

o
?

”
)

、
「
な
ぜ
存
在

し
、
苦
悩
す
る
の
か
」(”

W
h

y
 
d
o
e
s
 
it 

e
x
is

t 
a
n
d
 
s
u
ffe

r?
”
)

と
い
う
問
題
が
、
西
洋
の

多
く
の
人
々
を
永
久
に
悩
ま
せ
て
お
り
、
い
ろ
ん
な
宗
教
が
そ
れ
を
説
明
し
よ
う
と
し
た
が
、
そ

の
説
明
は
異
な
っ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
ハ
ー
ン
も
こ
の
究
極
の
問
題
の
答
え
を
探
し
求
め
た
。

そ
し
て
仏
教
に
他
よ
り
良
い
答
え
を
得
た
が
、
そ
れ
で
も
不
十
分
で
満
足
さ
せ
る
答
え
で
は
な

か
っ
た
と
ハ
ー
ン
は
「横
浜
で
」で
述
べ
て
い
る
。 

 

ハ
ー
ン
の
仏
教
に
関
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
作
品
に
「
涅
槃
―
総
合
的
な
仏
教
研
究
」 

（”N
irv

a
n
a
—

A
 
S

tu
d
y
 
in

 
S

y
n
th

e
tic

 
B

u
d
d
h

is
m

”

）
が
あ
る
。
こ
の
作
品
は
前
述
の

究
極
の
問
題
へ
の
ハ
ー
ン
の
一
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
示
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
の
で

あ
る
。
雨
森
信
成
は
、
ハ
ー
ン
が
こ
の
作
品
を
書
く
の
に
三
年
余
り
の
月
日
を
か
け
て
い
る 

(”
L
a
fc

a
d
io

 
H

e
a
rn

, 
th

e
 
M

a
n
”
 
5

1
3

)

こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
、
だ
か
ら
こ
そ
こ
ん
な
に

時
間
を
か
け
て
こ
の
作
品
を
書
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
英
文
で
五

六
頁
あ
り
、
五
章
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
各
章
に
は
仏
典
か
ら
の
引
用
句
が
エ
ピ
グ
ラ
フ
と
し

て
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
エ
ピ
グ
ラ
フ
の
ほ
と
ん
ど
は
富
山
大
学
ヘ
ル
ン
文
庫
に
あ
る
ハ
ー

ン
の
蔵
書
のF

. M
a
x
 M

ü
lle

r

編
集
のT

h
e
 S

a
c
re

d
 B

o
o
k
s
 o

f th
e
 E

a
s
t

か
ら
引
用
さ

れ
て
い
る
。
「涅
槃
」
（”N

irv
a
n

a
”

）と
い
う
題
名
に
は
「総
合
的
な
仏
教
研
究
」
（”A

 
S

tu
d
y
 

in
 
S

y
n

th
e
tic

 
B

u
d
d
h

is
m

”

）と
い
う
副
題
が
付
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
作
品
は
ハ
ー
ン

の
精
力
を
結
集
し
た
涅
槃
に
関
す
る
仏
教
研
究
で
あ
る
。 

  

二
〇
二
〇
年
度
は
二
〇
一
九
年
度
の
ハ
ー
ン
の
宗
教
や
異
界
観
に
引
き
続
き
、
こ
の
「涅
槃
―

総
合
的
な
仏
教
研
究
」
を
中
心
に
ハ
ー
ン
の
仏
教
観
や
作
品
の
創
作
過
程
を
考
え
て
い
き
た
い
。

受
講
生
と
一
緒
に
議
論
し
な
が
ら
楽
し
く
読
め
る
と
い
い
と
思
う
も
の
で
あ
る
。 

2020年度の横山純子先生の講義 

ラフカディオ・ハーンの仏教観 

—「涅槃―総合的な仏教研究」を中心に— 

は5月17日（日）より開講いたします。 

（第3日曜日 10：30～12：00全6回） 

平成31年度・令和元年度に中村元記念館へご寄付してくださった方のご芳名です。（令和2年2月28日までの入金確認分） 

みなさまからの温かいご支援、心より御礼申し上げます。 

※匿名希望の方につきましては掲載していません。 

平成31・令和元年度寄付者ご芳名 ※日付順 

【
団 

体
】 

 

宗
教
法
人
延
命
寺
（
大
府
市
大
東
町
）
様 

宗
教
法
人
深
大
寺
（
調
布
市
）
様 

創
価
学
会 

様 

宗
教
法
人
天
王
寺
（
東
京
都
台
東
区
）
様 

眞
光
寺
（
松
江
市
奥
谷
町
）
様 

清
水
寺
（
京
都
市
東
山
区
）
様 

カ
ナ
ツ
技
建
工
業
株
式
会
社 

様 

心
身
教
育
研
究
所 

様 

株
式
会
社
谷
口
印
刷 

様 

島
根
電
工
株
式
会
社 

様 

株
式
会
社
メ
デ
ィ
ア
ス
コ
ー
プ 

様 

株
式
会
社
ミ
ッ
ク 

様 

華
蔵
寺
（
松
江
市
枕
木
町
）
様 

正
蓮
寺
（
出
雲
市
下
古
志
町
）
様 

浄
土
真
宗
本
願
寺
明
顕
寺
（
出
雲
市
今
市
町
）
様 

一
畑
寺
（
出
雲
市
小
境
町
）
様 

天
台
宗
観
音
院
（
大
分
市
）
様 

長
寿
寺
（
熊
本
市
南
区
富
合
町
）
様 

株
式
会
社
ウ
ッ
ド
ス
タ
イ
ル 

様 

株
式
会
社
松
文
オ
フ
テ
ッ
ク 

様 

西
福
寺
（
邑
南
町
原
村
）
様 

 

松
江
土
建
株
式
会
社 

様 

中
浦
食
品
株
式
会
社 

様 

島
根
日
産
自
動
車
株
式
会
社 

様 

一
心
寺
（
大
阪
市
天
王
寺
区
）
様 

真
宗
大
谷
派
永
泉
寺
（
松
江
市
寺
町
）
様 

宗
教
法
人 

園
城
寺
（
大
津
市
園
城
寺
町
）
様 

株
式
会
社
ユ
ニ
コ
ン 

様 

有
限
会
社
酒
の
槙
戸
天
狗
堂 

様 

   

株
式
会
社 

島
根
銀
行 

様 

念
法
眞
教 

様 

真
宗
大
谷
派 

正
応
寺
（
松
江
市
中
原
町
）
様 

 

島
根
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社 

様 

新
和
設
備
工
業
株
式
会
社 

様 

宗
教
法
人
慈
眼
寺
（
出
雲
市
今
市
町
）
様 

妙
覚
寺
（
萩
市
下
五
間
町
）
様 

株
式
会
社
太
陽
電
機
製
作
所 

様 

一
畑
電
気
鉄
道
株
式
会
社 

様 

山
陰
中
央
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
株
式
会
社
様 

ま
る
な
か
建
設
株
式
会
社 

様 

宗
教
法
人
妙
法
院
（
京
都
市
東
山
区
）
様 

【
個 

人
】 

 
 大

塚 

鐵
雄 

様 

釈 

悟
震 

様 

小
沢 

ア
ヤ
子 

様 

澤 
 

真
吾 

様 

長
門 

義
城 

様 

藤
岡 

大
拙 

様 

中
村 

祥
江 

様 

西
村 

ア
イ
子 

様 

広
瀬 

健 

様 

福
田 

幹
子 

様 

山
本 

廣
基 

様 

山
本 

芳
郎 

様 

脇
田 

慎
司 

様 

渡
邉 

省
三 

様 

前
田 

專
學 

様 

岸 

悟 

様 

丸
井 

浩 

様 

和
田 

壽
弘 

様 

清
水
谷 

圭 

様 

山
口 

弘
江 

様 

吉
岡 

七
絵 

様 

※ご寄付を頂戴した時点での、会社名・役職名となっております。 

       ご寄付の方法については、こちらをご覧ください。→ 

研
究
員
の
コ
ー
ナ
ー 

中村元記念館の運営は、皆様からのご寄付によって支えられています。 

皆様のご参加を 

お待ちしております！ 


